
令和元年６月２１日 

 

第１回八尾翠翔高等学校運営協議会（報告） 

協議委員（５名）の参加をいただき、本校教職員（４名）が同席し協議を行った。主な

質疑等については、以下の通りである。 

①  学校経営計画より 

初めに、本年度の学校経営計画について校長より説明した。内容は次のとおり。（１）

大阪教育大学との連携による、教員志望生徒のための新コース設置や広報用パンフレット

作り。（２）生徒と積極的に対話を重ねながら指導を行っていく学校方針。（３）キャリ

ア教育指導の再構築（会議室をＩＣＴルーム化し、プレゼンテーションや調べ学習を推進）。

（４）生徒が自ら主体的に学校行事を行っていける雰囲気作り、などである。またこの他

に、生徒会が設置した「意見箱」に寄せられた生徒からの要望を汲み、今年度から体育祭

等学校行事での携帯使用を部分的に許可したことや、参加希望者が催行人数に満たなかっ

たため、今年度の「海外語学研修」が見送られたことなどについて説明した。 

 

【意見・提言】 

・携帯指導では、生徒からの意見を踏まえ、納得感のある指導につなげている。携帯は弊

害もあるが、その危険性を教えたうえで上手に利用させる指導も肝要だ。 

・大阪教育大学と効果的な連携を取りながら、生徒への支援につなげると良い。新たに立

ち上げる教員志望コースは、各教科科目の「基礎・基本」を十分学習させ、同時に特定

科目の専門性を高める内容にすることが大切だ。日本の教員養成系大学でも、この部分

が弱点となっている。新コース設置の参考にしてほしい。同時に、「哲学」や「心理学」

の内容も加味すると良い。 

・生徒は、教えることでより深く学ぶことができる。学習にこの方法を取り入れることは、

生徒の学びを伸ばすことになる。 

・「意見箱」をより活用するため、１月に１回必ず投函するよう呼びかける方法もある。 

・「海外語学研修」が成立しなかったことは残念だが、来年度実施に向けて頑張ってほし

い。大阪教育大学の留学生を、語学講師としてボランティアで招くことも考えてはどう

か。 

 

② 次年度採用予定の教科書の紹介 

委員の方々に見ていただき、採択予定教科書へのご理解を得た。 

 

③ 校内の授業見学 

各学年の授業の様子を見ていただき、「良く授業を聞いている。」「立派です。」という感

想を得た。 


